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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 3月 14日 (2007.3.14)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の 流 れ 計 測 装 置 は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 断 面 長 方 形 の 矩 形 の 流 体 流 路
の 相 対 向 す る 短 辺 側 の 上 流 側 と 下 流 側 に そ れ ぞ れ 音 波 送 受 信 器 ａ 、 ｂ を 配 置 し 、 流 体
を 斜 め に 横 切 る よ う に 音 波 送 受 信 器 ａ 、 ｂ の 一 方 よ り 超 音 波 を 送 信 し て 他 方 で 受 信 す
る よ う に し て い た 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ し て 、 送 信 か ら 受 信 ま で の 超 音 波 の 伝 搬 時 間 を も と に 流 体 の 流 速 を 計 測 し 、 必 要 に 応
じ て 、 こ れ に 流 体 流 路 の 断 面 積 、 お よ び 、 補 正 係 数 を 乗 じ る こ と で 流 量 を 演 算 す る よ う
に し て い た （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － １ ８ ９ ５ ８ ９ 号 公 報
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 前 記 従 来 の 構 成 で は 、 流 体 流 路 内 の 流 速 分 布 が 異 な る と と も に 、 超 音
波 の 伝 搬 強 度 分 布 に も ば ら つ き が あ る と こ ろ か ら 、 流 速 ま た は 流 量 と 伝 搬 時 間 差 の 関 係 が
一 定 で な く 、 計 測 精 度 が 悪 く な る 課 題 が あ っ た 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の た め 流 路 内 の 速 度 分 布 を 均 一 に す る た め に 整 流 部 材 を 設 け る な ど の 対 策 が な さ れ
て き た が 、 こ の 対 策 で は 十 分 と は い え ず 、 超 音 波 の 伝 搬 強 度 分 布 ば ら つ き に 対 し て 何 ら か
の 策 を 講 じ な い 以 上 、 広 範 囲 で 高 精 度 な 流 量 計 測 を 行 う こ と は で き な か っ た 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 発 信 手 段 か ら 一 方 の 超 音 波 送 受 信 器 ２ ａ へ 信 号 が 送
ら れ る 。 こ の 結 果 、 同 超 音 波 送 受 信 器 ２ ａ か ら 送 信 さ れ た 超 音 波 は 流 体 流 路 １ を 流 れ る 流
体 を 斜 め に 横 切 る よ う に 伝 搬 し て 他 方 の 超 音 波 送 受 信 器 ２ ｂ に 到 達 す る 。
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